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第４章 目標達成に向けた実施計画

・この章では、前章で設定した目標を達成するため必要となる具体的な「手段」と「行程」

を、「実施計画」として策定します。

・実施計画は、７つの「施策」から構成されます。施策は、複数の「計画」から構成されま

す。

・前章で設定された各目標に一つの計画が対応するわけではなく、一つの計画により複数目

標の達成を目指すこともあります。また、その逆の場合もあります。

目標 A 計画 a 目標 Aを達成する手段として

計画 aと計画 bを実施する

目標 B 計画 b

目標 C 計画 c 計画 cを実施することで

目標 Bと Cを達成する

・また、実施計画を策定するにあたっては、設定した目標達成年度における特別支援学校の

状況を踏まえる必要があります。達成年度における目標と課題状況の差が、実施計画で対

応すべき内容になります（次ページ表参照）。
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施策１：小中学校への分校・分教室の設置

・施策１は、特別支援学校の分校・分教室を市町村立小中学校へ設置していく計画から構成

されます。これらの計画は、共生社会の実現に向けた交流及び共同学習の推進や、より身

近な地域での就学を達成するために重要であり、また過密を解消するためにも必要です。

・交流及び共同学習を日常的に行うことは、小中学校の児童生徒に教育的効果があるほか、

障害のある児童生徒と居住地域とのつながりを強めます。また、分校・分教室が特別支援

教育に関するセンター校的な役割を担うなど、施策１は市町村にとっても利点があると考

えています。

＜計画＞

(1) 平成 24 年度に分校・分教室設置要綱を作成し、協定を結ぶ市町村教育委員会の募集

を始める。

(2) 平成 25 年度に県教委は、設置要綱に基づいて募集に応じた市町村教委と協定を交わ

し、既存施設の有効活用を図りながら設置準備を進める。

(3) 平成 26年度より、市町村立学校に特別支援学校の分校・分教室を設置する。

(4) 平成 33 年度までに、市町村立学校に合計で 180 人定員以上の特別支援学校の分校・

分教室を設置する。

＜対応する目標＞

1-(1) 美咲特別支援学校本校の在学者数を平成 28 年度までに 280 人以内とし、更に、平成 33年度まで

に 245 人以内とする。

1-(2) 大平特別支援学校本校の在学者数を平成 28 年度までに 280 人以内とし、更に、平成 33年度まで

に 245 人以内とする。

1-(3) 名護特別支援学校、島尻特別支援学校、西崎特別支援学校の各本校の在学者数が、計画期間内に 200

人を超えることがないようにする。

4-(1) 平成 33 年度までに、児童生徒が小・中・高校のいずれかの段階で、小・中・高校の学校内に設置

された特別支援学校の分校・分教室においても交流及び共同学習を行える環境を整備する。

5-(4) 平成 28 年度までに、特別支援学校のスクールバスの朝の運行時間を１時間 20 分以内にする。

＜計画スケジュール表＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

要綱作成
・募集

協定・
設置準備

設置 〃 〃 〃 〃 〃 〃
180人以上
定員設置
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施策２：高等部における軽度知的障害生徒の教育の場の拡充

・施策２は、新たに高等部における軽度知的障害生徒の教育の場を拡充していく計画から構

成されます。これらの計画は交流及び共同学習の推進だけでなく、軽度知的障害高等部の

受け皿を増やすためにも重要になります。

・特別支援学校と高等学校の生徒が共に学ぶ場所を共有することは、同世代の生徒とのつな

がりをより強めることができます。

・また、より身近な地域で就学することにより、地域の生徒という意識が深まり、地域の理

解や支援が受けやすく、障害に対する理解が進むようになります。

＜計画＞

(1) 平成 24年度より準備を始め、平成 25年度に那覇特別支援学校に軽度知的障害高等部

部門を設置する（３学年 30人定員）。この高等部部門には、那覇特別支援学校の周辺環

境（県立看護大学や医療機関の立地）や近年の雇用情勢を考慮し、福祉関連コースを設

ける。

(2) 高等学校に特別支援学校軽度知的障害高等部の分校・分教室を設置するにあたり、平

成 25年度に調査研究モデル事業の検証結果を参考にして設置高等学校を選定する。

(3) 設置前年度より、専門性確保に必要な人的配置体制の構築及び施設設備の整備等の準

備を始める。

(4) 平成 27年度に、宮古地区の高等学校に宮古特別支援学校の分教室（３学年 30人定員、

軽度知的障害高等部）を設置する。

(5) 平成 27 年度に、八重山地区の高等学校に、八重山特別支援学校の分教室（３学年 30

人定員、軽度知的障害高等部）を設置する。

(6) 平成 27年度に、北部地区の高等学校に、名護特別支援学校の分教室（３学年 30人定

員、軽度知的障害高等部）を設置する。

(7) 平成 28年度に、那覇南部地区の高等学校に、大平特別支援学校の分校（３学年 60人

定員、軽度知的障害高等部）を設置する。
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＜対応する目標＞

1-(1) 美咲特別支援学校本校の在学者数を平成 28 年度までに 280 人以内とし、更に、平成 33年度まで

に 245 人以内とする。

1-(2) 大平特別支援学校本校の在学者数を平成 28 年度までに 280 人以内とし、更に、平成 33年度まで

に 245 人以内とする。

1-(3) 名護特別支援学校、島尻特別支援学校、西崎特別支援学校の各本校の在学者数が、計画期間内に 200

人を超えることがないようにする。

2-(1) 平成 28 年度までに、軽度知的障害生徒が職業的・社会的自立を目指す特別支援学校高等部の在学

者数を 300 人にし、計画期間内に 300 人以下にならないようにする。

4-(1) 平成 33 年度までに、児童生徒が小・中・高校のいずれかの段階で、小・中・高校の学校内に設置

された特別支援学校の分校・分教室においても交流及び共同学習を行える環境を整備する。

5-(4) 平成 28 年度までに、特別支援学校のスクールバスの朝の運行時間を１時間 20 分以内にする。

＜計画スケジュール表＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

那覇特支
設置準備

那覇特支
部門設置

設置高校
の選定

設置準備
３地区分
教室設置

那覇南部
地区設置
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施策３：より身近な地域で就学できる特別支援学校の整備

・施策３は、視覚障害及び聴覚障害において、より身近な地域で就学できる特別支援学校を

整備していく計画から構成されます。この計画は、通学における在学者と保護者の負担を

軽減させるだけでなく、学校を卒業した後の地域との繋がりを築いていくためにも重要に

なります。

＜計画＞

(1) 平成 25 年度に、教育の専門性や集団性を確保しながらより身近な地域で就学できる

体制を整備するために次のいずれの方法がより適当であるか、検討作業を始める。

・複数障害種に対応する特別支援学校の整備

・特別支援学校の分校・分教室の整備

・教諭が現地に赴くサテライト教室の整備

・市町村教育委員会が実施する通級指導体制への支援充実

・市町村教育委員会が設置する特別支援学級への支援充実

(2) 平成 26 年度に、専門性確保に必要な人的配置体制の構築及び施設設備の整備を始め

る。

(3) 平成 28年度に、本島北部地区に視覚障害及び聴覚障害に対応できる体制を整備する。

(4) 平成 28年度に、本島中部地区に視覚障害に対応できる体制を整備する。

(5) 平成 28年度に、本島南部地区に聴覚障害に対応できる体制を整備する。

＜対応する目標＞

5-(1) 視覚障害に対応する学校を、本島北部及び中部地域に平成 28 年度までに整備する。

5-(2) 聴覚障害に対応する学校を、本島北部及び南部地域に平成 28 年度までに整備する。

5-(3) 視覚障害又は聴覚障害に対応する学校の新たな整備にあたっては、障害に応じた教育の専門性が

確保されるようにする。

5-(4) 平成 28 年度までに、特別支援学校のスクールバスの朝の運行時間を１時間 20 分以内にする。

＜計画スケジュール表＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

検討作業
整備等の

準備
〃 体制整備



*1なお、宮古特別支援学校及び八重山特別支援学校については、必要に応じて看護師を配置する。
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施策４：看護師の拠点校への集約と学校運営体制の見直し

・施策４は、沖縄本島内における看護師の拠点校への集約と、学校規模に応じた運営体制の

見直しに関する計画から構成されます。この計画は、看護師の効率的・効果的な配置だけ

でなく、学校規模の適正化を図る上でも重要です。

＜計画＞

(1) 沖縄本島内の肢体不自由または病弱に対応する特別支援学校における平成 28 年度の

看護師配置校は、学校規模、施設設備の状況を勘案して、以下の通りとする*1。

① 国頭地区：桜野特別支援学校 ② 中頭地区：泡瀬特別支援学校

③ 那覇地区：鏡が丘特別支援学校 ④ 島尻地区：島尻特別支援学校

(2) 森川特別支援学校は、隣接する沖縄病院の改築計画や鏡が丘特別支援学校の病弱受け

入れ状況を踏まえ、平成 27年度末で休校とする。

(3) (2)の実施にあたり平成 24 年度に準備を始め、平成 25 年度から森川特別支援学校の

通学生の新たな受け入れを停止し、平成 27年度までに森川特別支援学校に通学する児

童生徒は鏡が丘特別支援学校へ転学することとする。この時、鏡が丘特別支援学校に

おける病弱教育及び病院内訪問学級教育の専門性確保に必要な人的配置体制の構築及

び施設設備の整備をあわせて実施する。

(4) 鏡が丘特別支援学校に、平成 28 年度までに病弱教育及び病院内訪問学級教育の専門

性確保のため病弱部門を置く。また、病弱部門の教室設置等の必要となる施設設備の

整備を実施する。

(5) 鏡が丘特別支援学校浦添分校（浦添分教室を含む）の児童生徒数を前々年度から把握

することとし、10人を下回ることが推計されたときは、対応策を準備する。
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＜対応する目標＞

1-(4) 医療機関等に隣接し主にその入所者を受け入れる特別支援学校においては、隣接施設からの通学

者の見通し等を踏まえ、運営形態を本校、分校又は休校とする。

1-(5) 鏡が丘特別支援学校浦添分校の在学者数が、鏡が丘特別支援学校高等部分教室とあわせて、計画

期間内に 10 人を下回ることがないようにする。

3-(1) 肢体不自由、病弱又は肢体不自由及び病弱の両障害種に対応する特別支援学校においては、平成 28

年度までに、看護師配置校を本島各地区（国頭・中頭・那覇・島尻）ごとの拠点校に集約する。

＜計画スケジュール表＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

看護師
集約

整備等
準備

通学生停止
転学

転学
転学

年度末休校

鏡分校
数の把握

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
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施策５：泡瀬特別支援学校の分校設置

・施策５は、泡瀬特別支援学校の分校設置に関する計画から構成されます。この計画は、よ

り身近な地域での就学を達成するために重要であり、また過密を解消するためにも必要で

す。

＜計画＞

(1) 平成 24 年度に泡瀬特別支援学校の分校設置に向けた準備を進める。この時、特に小

児発達センターや近隣病院との連携体制の構築する。

(2) 平成 27年度までに、泡瀬特別支援学校の分校を設置する。

(3) 泡瀬特別支援学校の分校を設置するにあたっては、施策４の計画(1)に関わらず、必

要に応じて看護師を配置する。

＜対応する目標＞

1-(6) 泡瀬特別支援学校の在学者数を、計画期間内は 175人以内とする。

5-(4) 平成 28 年度までに、特別支援学校のスクールバスの朝の運行時間を１時間 20 分以内にする。

＜計画スケジュール表＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

設置準備 設置準備 設置準備 分校設置
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施策６：スクールバスの運営方法の見直し

・施策６は、特別支援学校のスクールバスの運営方法を見直す計画から構成されます。この

計画は、目標 5-(4)を達成するための手段となります。

＜計画＞

(1) 平成 25 年度に、スクールバスの運営方法のあり方を見直すにあたり、次の事項を踏

まえながら、平成 28年度以降のスクールバス運営方法のあり方を決める。

・当編成整備計画の施策１～５の進展状況

・各校における運転業務の委託状況

・各校における登校と下校のスクールバス利用状況

・他県のスクールバスの運営方法（共同運行等）

・その他スクールバス運営に関連する事項

(2) 平成 26年度に、スクールバス運営方法のあり方に基づいた準備を進め、平成 28年度

に見直した運営方法を実施する。

＜対応する目標＞

5-(4) 平成 28 年度までに、特別支援学校のスクールバスの朝の運行時間を１時間 20 分以内にする。

＜計画スケジュール表＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

運営
あり方

準備 〃 実施
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施策７：個別施設整備計画の作成

・施策７は、特別支援学校の個別施設整備計画を作成する項目から構成されます。この計画

は、目標 6-(1)、6-(2)を達成するための手段となります。

＜計画＞

(1) 平成 27 年度に、対象学校へのヒアリング及び実地調査を実施し、整備の必要性を判

断する。

(2) 平成 28年度に、整備が必要と判断した学校の整備計画を作成する。

＜対応する目標＞

6-(1) 編成整備計画の部分計画として、平成 33 年度にはほぼ全ての施設が築 35 年以上となる鏡が丘特

別支援学校及び鏡が丘特別支援学校浦添分校に関する全面改築計画を、平成 28 年度までに策定す

る。

6-(2) 編成整備計画の部分計画として、平成 33 年度に一部施設が築 35 年以上となる泡瀬特別支援学校、

那覇特別支援学校及び森川特別支援学校に関する一部改築計画を、平成 28 年度までに策定する。

＜計画スケジュール表＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

必要性
の判断

計画策定
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計画の進行管理について

・施策１～７の実施にあたっては、複数部署が連携しながら進めていく必要があることから、

計画の進行管理が重要になります。

・計画の進行管理を適切に行うため、教育施策推進委員会を年２回程度、教育施策推進委員

会幹事会を年４回程度開催します。
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整
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整
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H
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H
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H
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1
小

中
学

校
へ

の
分

校
・
分

教
室

の
設

置
要

綱
作

成
・
募

集
協

定
・

設
置

準
備

設
置

〃
〃

〃
〃

〃
〃

1
8
0
人

以
上

定
員

設
置

高
等

部
に

お
け

る
軽

度
知

的
障

害
生

徒
の

教
育

の
場

の
拡

充
（
那

覇
特

別
支

援
学

校
）

那
覇

特
支

設
置

準
備

那
覇

特
支

部
門

設
置

高
等

部
に

お
け

る
軽

度
知

的
障

害
生

徒
の

教
育

の
場

の
拡

充
（
高

等
学

校
へ

の
設

置
）

設
置

高
校

の
選

定
設

置
準

備
３

地
区

分
教

室
設

置
那

覇
南

部
地

区
設

置

3
よ

り
身

近
な

地
域

で
就

学
で

き
る

特
別

支
援

学
校

の
整

備
検

討
作

業
整

備
等

の
準

備
〃

体
制

整
備

看
護

師
の

拠
点

校
へ

の
集

約
看

護
師

集
約

森
川

特
別

支
援

学
校

の
休

校
整

備
等

準
備

通
学

生
停

止
転

学
転

学
転

学
年

度
末

休
校

鏡
が

丘
特

別
支

援
学

校
浦

添
分

校
の

規
模

の
確

保
鏡

分
校

数
の

把
握

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

5
泡

瀬
特

別
支

援
学

校
の

分
校

設
置

設
置

準
備

設
置

準
備

設
置

準
備

分
校

設
置

6
ス

ク
ー

ル
バ

ス
の

運
営

方
法

の
見

直
し

運
営

あ
り

方
準

備
〃

実
施

7
個

別
施

設
整

備
計

画
の

作
成

必
要

性
の

判
断

計
画

策
定

実
施

計
画

項
目
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項
　

　
　

　
　

　
　

　
　

目
目

標
施

策
項

　
　

　
　

　
　

　
　

　
目

　
美

咲
特

別
支

援
学

校
本

校
の

在
学

者
数

を
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

2
8
0
人

以
内

と
し

、
更

に
、

平
成

3
3
年

度
ま

で
に

2
4
5
人

以
内

と
す

る
。

１
－

(1
)

　
大

平
特

別
支

援
学

校
本

校
の

在
学

者
数

を
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

2
8
0
人

以
内

と
し

、
更

に
、

平
成

3
3
年

度
ま

で
に

2
4
5
人

以
内

と
す

る
。

１
－

(2
)

　
名

護
特

別
支

援
学

校
、

島
尻

特
別

支
援

学
校

、
西

崎
特

別
支

援
学

校
の

各
本

校
の

在
学

者
数

が
、

計
画

期
間

内
に

2
0
0
人

を
超

え
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

す
る

。
１

－
(3

)

　
医

療
機

関
等

に
隣

接
し

主
に

そ
の

入
所

者
を

受
け

入
れ

る
特

別
支

援
学

校
に

お
い

て
は

、
隣

接
施

設
か

ら
の

通
学

者
の

見
通

し
等

を
踏

ま
え

、
運

営
形

態
を

本
校

、
分

校
又

は
休

校
と

す
る

。
１

－
(4

)

　
鏡

が
丘

特
別

支
援

学
校

浦
添

分
校

の
在

学
者

数
が

、
鏡

が
丘

特
別

支
援

学
校

高
等

部
分

教
室

と
あ

わ
せ

て
、

計
画

期
間

内
に

1
0
人

を
下

回
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

す
る

。
１

－
(5

)

泡
瀬

特
別

支
援

学
校

の
在

学
者

数
を

、
計

画
期

間
内

は
1
7
5
人

以
内

と
す

る
。

１
－

(6
)

　
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

、
軽

度
知

的
障

害
生

徒
が

職
業

的
・
社

会
的

自
立

を
目

指
す

特
別

支
援

学
校

高
等

部
の

在
学

者
数

を
3
0
0
人

に
し

、
計

画
期

間
内

に
3
0
0
人

以
下

に
な

ら
な

い
よ

う
に

す
る

。
２

－
(1

)

　
肢

体
不

自
由

、
病

弱
又

は
肢

体
不

自
由

及
び

病
弱

の
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障
害

種
に
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応

す
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特
別

支
援

学
校
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て
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2
8
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で
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護
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配
置

校
を

本
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各
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国

頭
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中

頭
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島

尻
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と
の

拠
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校
に

集
約

す
る

。
３

－
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)

　
平

成
3
3年

度
ま

で
に

、
児

童
生

徒
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小
・
中

・
高

校
の

い
ず

れ
か

の
段

階
で
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・
中

・高
校

の
学

校
内

に
設

置
さ

れ
た

特
別

支
援

学
校

の
分

校
・
分

教
室

に
お

い
て

も
交

流
及

び
共

同
学

習
を

行
え

る
環

境
を

整
備

す
る

（
な

お
、

目
標

達
成

に
向

け
て

は
「
沖

縄
県

立
特

別
支

援
学

校
高

等
部

分
教

室
の

調
査

研
究

モ
デ

ル
事

業
」
（平

成
2
2
年

度
～

平
成

2
4
年

度
）
の

検
証

結
果

を
十

分
に

踏
ま

え
る

）
。

４
－

(1
)

　
視

覚
障

害
に

対
応

す
る

学
校

を
、

本
島

北
部

及
び

中
部

地
域

に
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

整
備

す
る

。
５

－
(1

)

　
聴

覚
障

害
に

対
応

す
る

学
校

を
、

本
島

北
部

及
び

南
部

地
域

に
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

整
備

す
る

。
５

－
(2

)

　
視

覚
障

害
又

は
聴

覚
障

害
に

対
応

す
る

学
校

の
新

た
な

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
障

害
に

応
じ

た
教

育
の

専
門

性
が

確
保

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

。
５

－
(3

)

　
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

、
特

別
支

援
学

校
の

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
朝

の
運

行
時

間
を

１
時

間
2
0
分

以
内

に
す

る
。

５
－

(4
)

　
編

成
整

備
計

画
の

部
分

計
画

と
し

て
、

平
成

3
3
年

度
に

は
ほ

ぼ
全

て
の

施
設

が
築

3
5
年

以
上

と
な

る
鏡

が
丘

特
別

支
援

学
校

及
び

鏡
が

丘
特

別
支

援
学

校
浦

添
分

校
に

関
す

る
全

面
改

築
計

画
を

、
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

策
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す
る

６
－

(1
)

　
編

成
整

備
計

画
の

部
分

計
画

と
し

て
、

平
成

3
3
年

度
に

一
部

施
設

が
築

3
5
年

以
上

と
な

る
泡

瀬
特

別
支

援
学

校
、

那
覇

特
別

支
援

学
校

及
び

森
川

特
別

支
援

学
校

に
関

す
る

一
部

改
築

計
画

を
、

平
成

2
8
年

度
ま

で
に

策
定

す
る

６
－

(2
)

　
手

段
設

定
に

向
け

て
は

、
費

用
対

効
果

を
選

択
基

準
と

す
る

７
－

(1
)

　
泡

瀬
特

別
支

援
学

校
の

分
校

設
置

－
　

施
策

全
体

5 6
　

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
運

営
体

制
の

見
直

し

7
　

個
別

施
設

整
備

計
画

の
作

成

目
標

目
標

目
標

目
標

（ （（（
第 第第第

３ ３３３
章 章章章

） ）））
と ととと

施
策

施
策

施
策

施
策

（ （（（
第 第第第

４ ４４４
章 章章章

） ）））
の ののの

対
応

表
対

応
表

対
応

表
対

応
表

1
　

小
中

学
校

へ
の

分
校

・
分

教
室

の
設

置
　

　
・
市

町
村

立
学

校
へ

の
特

別
支

援
学

校
の

分
校

・
分

教
室

設
置

2
　

高
等

部
に

お
け

る
軽

度
知

的
障

害
生

徒
の

教
育

の
場

の
拡

充
　

　
・
那

覇
特

別
支

援
学

校
へ

の
軽

度
知

的
障

害
部

門
の

設
置

　
　

・
県

内
各

地
区

高
等

学
校

の
特

別
支

援
学

校
の

分
校

・
分

教
室

設
置

3
　

よ
り

身
近

な
地

域
に

就
学

で
き

る
特

別
支

援
学

校
の

整
備

　
　

・
本

島
各

地
区

へ
の

視
覚

障
害

及
び

聴
覚

障
害

対
応

体
制

の
整

備

4

　
看

護
師

の
拠

点
校

へ
の

集
約

と
学

校
運

営
体

制
の

見
直

し
　

　
・
沖

縄
本

島
内

看
護

師
の

拠
点

校
へ

の
集

約
　

　
・
森

川
特

別
支

援
学

校
の

休
校

　
　

・
鏡

が
丘

特
別

支
援

学
校

浦
添

分
校

の
対

応
策

準
備

体
制


